
平成27年７月10日発行

　７月４日に、夏越大祓式・七夕燈籠祭が丹生川上神社上社（迫）で執

り行われました。

　夏越大祓式では、「茅の輪くぐり」が行われ、茅の輪を左回り右回り

左回りと３回くぐり、災い・厄を祓い身を清め、残る半年の健康を祈り

ました。
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より一層の発展を目指して

一層親しまれる広報紙に向けて

川上村長　栗　山　忠　昭

川上村広報編集委員長　松　本　　　修

節目の年を刻み

　　新たなスタートへ…

広報創刊７００号

　「広報かわかみ」は昭和32年９月に第１号を発刊し、今回700号をお届けすることとなりました。

　インターネットの普及により、いつでも、どこでも世界中の情報が入手できる「今」、ホームページ

において、村からのお知らせやイベント情報を発信していますが、こんな便利な世の中になっても、大

字区長さんを通じて各家庭に配布され、「毎月１回手渡しで読んでいただく」こんな身近な情報紙は広

報ならではないでしようか。

　「水源地の村づくり」に取り組む村の考えや進め方を、限られた紙面の中でいかに効果的にお伝えで

きるか？大変難しいことではありますが、主役は村民の皆さんだということを念頭に置きながら、皆さ

んとの協働が欠かせません。そのためにも村の情報を共有することの大切さと広報の役割の大きさを痛

感しています。

　村民の皆さんに親しまれる広報紙を目指して、これからの川上村と皆さんの姿を綴
つづ

っていきますの

で、ご愛読いただくとともに今後さらに、ご意見やご提案をいただけますようよろしくお願い申し上げ

ます。　

　昭和32年９月「広報村政だより」として創刊。本村始まって以来未
み

曾
ぞ

有
う

の大災害であった伊勢湾台風

時でもほとんど休むことなく発刊を続け、今回700号に達しました。

　広報編集委員会は昭和51年10月、全国的にも珍しい一般村民による編集委員会として発足し、村民の

みなさんに親しまれる紙面作りをめざして既に40年、村民の皆さんが自由にご投稿頂ける「清流」は

452編まで積み重なりました。

　今後は700号発行を更なるステップ台として、委員会発足の目的である「行政と村民のパイプ役」と

しての紙面作りに邁
まい

進
しん

して参りたいと思います。「清流」欄には尚一層のご投稿をお願いいたします。
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広
報
発
刊
７
０
０
号
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
広
報
か
わ
か
み
」
は
昭
和
51
年
10

月
に
広
報
編
集
委
員
が
村
長
よ
り
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
の
文
責
を
ま
か
さ

れ
、
早
や
39
年
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昭
和
51
年
10
月
16
日
に
「
広

報
編
集
委
員
会
」
の
初
会
が
開
か
れ
、

村
の
諸
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
村
の

現
状
の
姿
を
客
観
的
且
つ
的
確
に
と
ら

え
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
。
文
字
ど
お
り
行
政
と
村
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
率
直
な
意
見
も
聞
き
な

が
ら
11
月
号
よ
り
新
し
い
制
度
と
し
て

歩
み
だ
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
声
」
「
清
流
」
等
の
新

し
い
欄
を
設
け
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら

と
憶
え
て
お
り
ま
す
。

　
初
期
メ
ン
バ
ー
で
、
今
は
惜
し
む
ら

く
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
、
森

口
賢
氏
（
西
河
）
、
大
西
智
一
氏
（
北

塩
谷
）
、
中
平
慶
宏
氏
（
迫
）
の
見
識

高
い
方
達
と
共
に
活
動
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
誠
に
有
意
義
な
時
で
あ
り
ま
し

た
。
も
っ
と
も
、
編
集
委
員
が
活
動
で

き
た
基
に
は
村
行
政
、
議
会
、
職
員
の

方
々
等
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
、
特
に
担
当
職
員
の

方
達
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
広
報
か
わ
か
み
」
が
益
々
発
展

し
、
充
実
し
た
紙
面
と
な
り
ま
す
よ
う

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
楠
　
寛
幸

（
柏
木
）

広
報
で
語
り
継
ぐ
村
の
歴
史

１
９
５
７
年

昭
和
32
年
９
月
10
日
　
広
報
「
村
政
だ
よ
り
」
創
刊

昭
和
34
年
９
月
26
日
　
伊
勢
湾
台
風
直
撃

（
全
壊
流
失
家
屋
２
０
９
戸
、
死
者
72
名
）

１
９
６
０
年

昭
和
35
年
２
月
10
日
　
広
報
「
か
わ
か
み
」
に
名
称
を
変
更

昭
和
35
年
４
月
　
　
　
大
滝
ダ
ム
予
備
調
査
始
ま
る
（
建
設
省
）

昭
和
40
年
12
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
１
０
０
号
発
刊

１
９
７
０
年

昭
和
45
年
４
月
28
日
　
大
迫
ダ
ム
本
体
工
事
着
手

昭
和
47
年
２
月
19
日
　
川
上
村
の
「
村
章
」
決
ま
る

昭
和
48
年
11
月
10
日
　
五
社
バ
イ
パ
ス
開
通

昭
和
49
年
５
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
２
０
０
号
発
刊

昭
和
49
年
６
月
15
日
　
大
迫
ダ
ム
完
成

昭
和
53
年
９
月
26
日
　
川
上
村
文
化
財
保
護
条
例
制
定

第１号の最初の記事は

税金（煙草消費税）の

記事でした。

200号ではアユの放流の様子を紹介。

当時、約75万匹を放流しました。
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広
報
で
語
り
継
ぐ
村
の
歴
史

上田　雄一
（北塩谷）

１
９
８
０
年

昭
和
56
年
４
月
　
　
　
川
上
中
学
校
開
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
校
対
象
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
開
始

昭
和
57
年
３
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
３
０
０
号
発
刊

昭
和
58
年
３
月
　
　
　
川
上
村
の
シ
ン
ボ
ル
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
…
杉
、
花
…
ヤ
マ
ブ
キ
、
鳥
…
ヤ
マ
ガ
ラ

昭
和
59
年
８
月
18
日
　
第
１
回
か
み
せ
祭
り
開
催

昭
和
61
年
８
月
23
日
　
第
１
回
全
日
本
そ
ま
び
と
選
手
権
大
会
開
催

昭
和
63
年
４
月
30
日
　
ホ
テ
ル
杉
の
湯
オ
ー
プ
ン

平
成
元
年
４
月
　
　
　
川
上
村
誕
生
１
０
０
周
年

平
成
元
年
７
月
　
　
　
広
報
か
わ
か
み
４
０
０
号
発
刊

平
成
元
年
11
月
３
日
　
第
１
回
山
幸
彦
ま
つ
り
開
催

１
９
９
０
年

平
成
２
年
６
月
18
日
　
川
上
診
療
所
開
設

平
成
５
年
10
月
１
日
　
あ
き
つ
の
小
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
オ
ー
プ
ン

川上中学校開校後初めての
卒業式が執り行われ、58名
が卒業しました。

　
広
報
創
刊
７
０
０
号
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
創
刊
号
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
編

集
委
員
や
担
当
職
員
の
方
々
の
ご
苦
労

に
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
益
々
村
民
に

好
か
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
７
０
０
号
発
刊
に
際
し
、
投
稿
の
依

頼
を
受
け
原
稿
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
私
も
以
前
、
広
報
紙
１
１
３
号

～
１
４
３
号
ま
で
の
担
当
職
員
と
し
て

従
事
致
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
こ
と

を
少
し
思
い
出
し
な
が
ら
原
稿
を
書
い

て
い
ま
す
。
当
時
は
編
集
委
員
も
お
り

ま
せ
ん
。
自
分
達
で
原
稿
、
写
真
収

集
、
仮
印
刷
か
ら
の
紙
面
に
割
付
、
読

み
合
わ
せ
、
印
刷
、
毎
月
10
日
発
行
、

そ
し
て
す
ぐ
次
号
の
準
備
…
と
次
月
の

10
日
に
追
わ
れ
る
毎
日
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
当
時
と
比
べ
ま
す
と
現
在
の
紙

面
が
充
実
し
た
内
容
で
日
頃
努
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
特
に
自
治

体
広
報
は
村
政
を
村
民
に
知
ら
せ
る
重

要
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
ば
か
り
か
、
村
の
動
き
や
毎
月
の
催

し
、
集
会
、
会
議
塾
、
そ
の
内
容
日
時

を
知
ら
せ
る
記
事
の
多
さ
に
驚
き
で

す
。

　
本
村
の
人
口
動
態
を
み
ま
す
と
、
高

齢
者
の
独
り
暮
ら
し
の
方
が
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
自
分
に
必
要
な
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
読
む
機
会
が
多

く
な
り
認
知
症
予
防
に
も
繋
が
る
の
で

は
と
思
う
と
広
報
の
持
つ
機
能
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
担
当
し
た
当
時
に
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人

口
７
、
４
０
０
人
位
で
子
供
の
出
生
は

12
、
３
人
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
解

り
ま
す
。
広
報
は
村
の
歴
史
を
知
る
う

え
で
も
大
切
な
資
料
で
あ
り
、
将
来

残
っ
て
い
く
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、

村
民
の
皆
さ
ん
や
村
と
関
係
す
る
多
く

の
方
々
に
喜
ば
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
月
10
日
に
配
布
さ
れ
る
広
報
か
わ

か
み
を
楽
し
み
に
余
生
を
地
域
と
共
に

楽
し
く
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東・西両小学校の５・６

年生63人が都 村青少年

野外センターで野外活動

学習を行いました。
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春増　公文
（枌　尾）

平
成
７
年
５
月
12
日
　
川
上
村
歯
科
診
療
所
開
所

平
成
８
年
４
月
17
日
　
川
上
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
開
所

平
成
８
年
４
月
20
日
　
大
滝
ダ
ム
学
べ
る
建
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
ー
プ
ン

※
現
在
は
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

平
成
８
年
８
月
１
日
　
「
川
上
宣
言
」
を
全
国
に
発
信

平
成
10
年
４
月
14
日
　
丹
生
川
上
神
社
上
社
が
新
社
殿
へ
遷
座

平
成
10
年
４
月
25
日
　
大
滝
ダ
ム
定
礎

平
成
10
年
11
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
５
０
０
号
発
刊

平
成
11
年
５
月
23
日
　
匠
の
聚
オ
ー
プ
ン

平
成
11
年
～

　
　
　
　
平
成
14
年
　
三
之
公
原
生
林
購
入
（
水
源
地
の
森
）

２
０
０
０
年

平
成
12
年
４
月
30
日
　
ふ
る
さ
と
市
場
ス
タ
ー
ト

平
成
14
年
４
月
19
日
　
川
上
村
総
合
セ
ン
タ
ー
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル

オ
ー
プ
ン

平
成
14
年
４
月
29
日
　
森
と
水
の
源
流
館
オ
ー
プ
ン

当時過去最多となる

2,000人が来場。

おおいに盛り上がりました

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
始
ま
り
、
そ
の
時

代
に
合
わ
せ
て
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
成

長
を
し
て
き
た
広
報
か
わ
か
み
で
す
。

私
、
公
職
を
離
れ
ま
し
て
久
し
い
身

で
は
あ
り
ま
す
が
、
創
刊
以
来
実
に

７
０
０
号
の
歴
史
を
刻
ま
れ
ま
し
た
こ

と
、
我
が
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
ま
た
、
永
年
の
継
続
を
支
え
ら

れ
た
広
報
編
集
委
員
の
み
な
さ
ま
に
も

感
謝
で
す
。

　
私
が
広
報
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
の

は
、
昭
和
50
年
代
。
当
時
は
、
今
の
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
と
は
違
い
、
ど
の
市
町

村
で
も
活
版
印
刷
が
主
流
の
時
代
で
し

た
。
印
刷
の
作
業
場
を
覗
き
ま
す
と
、

片
手
に
原
稿
と
文
選
箱
を
持
ち
、
も
う

一
方
の
手
で
金
属
製
の
活
字
を
拾
い
、

手
際
よ
く
文
章
に
組
み
立
て
て
い
く
職

人
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
や
、
場
内
に
漂
う

心
地
よ
い
イ
ン
キ
の
香
り
が
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
『
あ
れ
か
ら
40
年
』
今
ま
さ
に
、
地

方
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
村
づ

く
り
の
主
役
は
広
報
か
わ
か
み
の
読
者

で
あ
る
村
民
の
皆
さ
ま
で
す
。
そ
し
て

こ
の
村
づ
く
り
の
目
標
は
、
人
び
と
の

暮
ら
し
の
な
か
で
の
満
足
度
、
幸
福
感

の
向
上
に
あ
り
ま
す
。

　
今
、
広
報
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
住

民
と
住
民
、
住
民
と
行
政
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
で
あ
り
、

活
発
化
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
村
づ
く
り
の

目
標
を
具
現
化
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

広
報
部
門
は
、
こ
れ
ら
役
割
を
担
う
大

事
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
、
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
は
川
上
の
顔
で
あ
り
ま
す
。
な

お
一
層
の
充
実
と
、
発
展
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
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広
報
で
語
り
継
ぐ
村
の
歴
史

平
成
14
年
10
月
１
日
　
川
上
村
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

平
成
15
年
４
月
　
　
　
川
上
小
学
校
開
校

平
成
15
年
４
月
　
　
　
や
ま
ぶ
き
保
育
園
開
園

平
成
15
年
８
月
１
日
　「
吉
野
川
・
紀
の
川
水
源
地
保
護
に
関
す
る

協
定
書
」
締
結
（
和
歌
山
市
・
川
上
村
）

平
成
15
年
８
月
24
日
　
第
１
回
川
上
村
剣
道
交
流
大
会
開
催

平
成
17
年
３
月
　
　
　
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
取
得

平
成
17
年
４
月
１
日
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
完
成

平
成
17
年
５
月
３
日
　
白
川
渡
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

平
成
19
年
２
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
６
０
０
号
発
刊

平
成
20
年
５
月
18
日
　
望
郷
の
碑
除
幕
式

平
成
21
年
４
月
　
　
　
や
ま
ぶ
き
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

平
成
21
年
９
月
　
　
　
川
上
村
環
境
基
本
条
例
制
定

２
０
１
０
年

平
成
22
年
７
月
　
　
　
川
上
村
と
大
阪
工
業
大
学
と
の
連
携
・
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結

泉谷眞利子
（中　奥）

　
先
日
、
原
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、

初
め
て
広
報
か
わ
か
み
が
私
と
同
じ
昭

和
32
年
９
月
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
私
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
年

月
を
村
の
情
報
源
と
し
て
伝
え
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
と
関
係
者
の

方
々
の
ご
苦
労
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。

　
私
は
迫
で
生
ま
れ
、
電
車
の
走
っ
て

い
る
所
に
住
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

ど
こ
へ
や
ら
、
中
奥
に
嫁
い
で
33
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
休
日
に
は
納
田
さ
ん
に

ヨ
ガ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
子
供
や
孫

達
に
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
さ

せ
た
い
と
、
猿
や
鹿
と
戦
い
な
が
ら
畑

仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

　
中
奥
で
は
昨
年
、
念
願
だ
っ
た
お
寺

を
再
建
し
ま
し
た
。
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
天
井
絵
の
色
を
塗
り
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
素
晴
ら
し
い
花
の
天
井
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
住

む
中
奥
は
元
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
山

は
青
く
、
水
清
く
、
人
の
心
は
あ
た
た

か
い
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
人
生
の

楽
園
そ
の
も
の
で
す
。
す
っ
か
り
中

奥
の
自
慢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
も
き
っ
と
自
分
の
住
ん
で

い
る
所
が
大
好
き
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
村
の
あ
ち
こ
ち
で
、

故
郷
を
愛
し
頑
張
っ
て
い
る
人
達
が
い

る
限
り
、
川
上
村
は
続
い
て
い
く
は
ず

で
す
。
広
報
か
わ
か
み
で
も
、
大
字
の

自
慢
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
皆
で
元
気
を
分
か
ち
あ
え
た
ら
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

60
代
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
夫
婦

仲
良
く
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
喧
嘩
を

し
な
が
ら
も
元
気
で
楽
し
く
色
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
広
報
か
わ
か
み
も
、
人
と
人

を
繋
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
皆
に
愛
さ
れ

続
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
22
年
９
月
　
　
　
環
境
基
本
計
画
策
定

平
成
23
年
４
月
５
日
　
ホ
テ
ル
杉
の
湯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
23
年
９
月
４
日
　
台
風
12
号
直
撃
（
西
谷
橋
崩
落
）

平
成
24
年
４
月
17
日
　
関
西
電
力
と
森
林
保
全
活
動
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
定
書
を
締
結

平
成
25
年
３
月
23
日
　
大
滝
ダ
ム
竣
工
式

平
成
25
年
８
月
22
日
　
お
お
た
き
龍
神
湖
花
火
大
会

平
成
25
年
９
月
28
日
　
第
１
回
保
小
中
合
同
運
動
会
開
催

平
成
26
年
４
月
　
　
　
村
制
施
行
１
２
５
周
年

平
成
26
年
９
月
５
日
～
７
日
　
第
５
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
26
年
11
月
16
日
　
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
や
ま
と
～
開
催

２
０
１
５
年

平
成
27
年
３
月
22
日
　
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
や
ま
と
～
御
製
碑
除
幕
式

平
成
27
年
３
月
31
日
　
国
道
１
６
９
号
線
・
西
谷
橋
の
復
旧
完
了

平
成
27
年
７
月
10
日
　
広
報
か
わ
か
み
７
０
０
号
発
刊

福嶌　照子
（迫）

　
広
報
発
刊
７
０
０
号
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
川
上
村
は
昨
年
、
村
制
施
行
１
２
５

周
年
を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
そ
し
て
広
報
か
わ
か
み
は

村
の
歴
史
の
約
半
数
近
い
年
月
を
村
と

村
民
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
大
き
な

業
績
を
今
な
お
残
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
昭
和
32
年
広
報
か
わ
か
み
が
誕
生
し

た
年
、
私
は
中
学
３
年
生
で
し
た
。
伊

勢
湾
台
風
の
襲
来
、
大
迫
ダ
ム
の
建

設
、
川
上
中
・
小
学
校
の
開
校
、
大
滝

ダ
ム
の
建
設
、
官
庁
・
公
共
施
設
の
移

転
、
大
滝
ダ
ム
の
定
礎
、
海
づ
く
り
大

会
と
戦
後
70
年
の
節
目
と
ほ
ぼ
同
じ
時

を
こ
の
郷
で
生
活
し
て
来
ま
し
た
。
最

近
で
は
「
大
滝
ダ
ム
活
用
促
進
協
議

会
」
や
「
村
づ
く
り
塾
」
な
ど
村
の
再

建
に
日
々
ご
努
力
な
さ
れ
て
い
る
事
に

期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
政
治
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
、
生
活

と
多
方
面
に
亘
っ
て
広
報
紙
の
役
割
は

大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
と

一
般
村
民
に
よ
る
編
集
委
員
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
給
食
サ
ー
ビ

ス
ほ
こ
す
ぎ
会
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
た
平
成
７
年
に
発
足

し
、
は
や
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
75

才
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
々
を
（
基

本
）
対
象
と
し
て
お
弁
当
作
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
手
探
り
の
状

態
で
、
献
立
も
試
行
錯
誤
。
総
合
セ
ン

タ
ー
の
充
実
し
た
調
理
室
で
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
１
回

に
１
３
０
食
余
の
お
弁
当
を
作
っ
て
い

ま
す
。
何
の
資
格
も
持
た
な
い
私
共
で

す
が
、「
慈
し
み
」「
友
愛
」
の
心
で
50

余
名
の
会
員
に
よ
り
、
献
立
・
調
理
・

配
食
と
奮
闘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
永
く
こ
の
事
業
を
遂
行
い

た
し
た
く
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
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◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
26
億
５
、
０
６

４
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
財
政
内
訳
の
調
整
が
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

◆
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
28
年
の
税
率
を
軽
減
す
る
こ
と
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
見
直
す
こ
と
が

主
な
改
正
の
内
容
で
す
。

◆
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

国
保
税
の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
、
低
所
得
者
の
軽
減
対
象
拡
大
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
に

つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
２
、

３
７
４
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
29
億
２
、
７
５
４
万
８
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
林
業
・
木
材
業
再

生
事
業
の
増
額
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　
整
備
計
画
の
事
業
内
容
に
教
員
住
宅

改
修
工
事
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
財
政
上
、
有
利
な
借
り
入
れ
の
で
き

る
辺
地
対
策
事
業
債
を
充
当
で
き
る
事

業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◎
村
教
育
委
員
会
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
上
村
克

己
氏
の
任
期
が
本
年
の
６
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
を
迎
え
る
た
め
、
新
た
に

平
成
30
年
９
月
ま
で
任
命
し
た
も
の
で

す
。

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

　
地
域
振
興
券
発
行
事
業
、
地
方
版
総

合
戦
略
策
定
事
業
、
南
和
広
域
医
療
組

合
負
担
金
、
林
道
開
設
事
業
、
美
し
い

森
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付
金
、
林
業
・

木
材
業
再
生
会
議
事
業
、
商
工
振
興
事

業
、
観
光
力
向
上
事
業
、
保
小
中
校
舎

一
元
化
検
討
事
業
の
全
９
事
業
の
実
施

を
翌
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
予
算
に

繰
り
越
す
計
算
書
を
報
告
し
た
も
の
で

す
。

◇
定
例
会
・
臨
時
会
◇

　
「
定
例
会
」
と
は
定
期
的
に
招
集

さ
れ
る
本
会
議
で
す
。
川
上
村
で
は

条
例
で
年
４
回
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
通
常
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12

月
に
村
長
の
権
限
で
招
集
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
「
臨
時
会
」
は
必

要
の
あ
る
場
合
に
招
集
さ
れ
る
本
会

議
で
、
定
例
会
同
様
、
招
集
の
権
限

は
村
長
に
あ
り
ま
す
。

◇
意
見
書
・
決
議
◇

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
国
や
県

そ
の
他
の
機
関
に
対
し
て
議
会
の
意

思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
決
議
」
は
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

◇
委
員
会
付
託
◇

　
本
会
議
に
お
い
て
議
題
と
な
っ
て

い
る
議
案
等
に
つ
い
て
、
担
当
の
委

員
会
に
詳
し
い
審
査
を
託
す
こ
と
を

い
い
ま
す
。
委
員
会
の
名
称
や
構
成

員
は
６
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
第
３
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
６
月
12
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
上
程
、
議
案
に
つ
い
て
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
用
語
の
豆
知
識
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　６月23日（火）、橿原観光ホテルにおいて奈良県商工会女性

部連合会主催の主張発表大会が開催されました。これは商工会

女性部（女性部員として）の活動を発表することにより、帰属

意識の向上と活動の活性化を目的として、開催されています。

　今年度は松本利子さん（大滝）が出場し、～ひとつの雫「栄

養たっぷり元気な村に」～をテーマに発表を行い、見事近畿ブ

ロック大会への出場者に選ばれました。

　発表の中で、松本さんは村が抱えている人口減少問題や環

境問題について提起し、地域資源の活用を提案。最後に「小

さな村でも水源地としての、誇りと役割がある。小さな村で

努力を重ねたい」と力強く宣言されました。

　近畿ブロック大会は８月６日（木）に大津プリンスホテル

（滋賀県）で開催される予定です。近畿大会では全国大会の

出場者の選考が行われます。

「頑張ります！栗山です」「頑張ります！栗山です」川上村総合教育会議を設置！
　６月23日、役場第２会議室において第１回川上

村総合教育会議を開催しました。これは、「地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改

正する法律」が改正されたことにより、新たに設

置されたものです。

　今回の改正で、構成員に首長が加わることにな

り、責任や役割の明確化と首長が公の場で教育施

策について議論することが可能となりました。

　村は今後もこの会議を通して教育施策の方向性

を共有しつつ、課題解決にあたります。

　ますます「村づくり塾」の皆さんに期待してい

ます。

　“協働”の言葉が日常化して久しくなりまし

た。日本における代表的な例として、1999年に横

浜市が他の自治体に先駆けて住民活動との協働に

取り組んだものが挙げられます。

　この言葉は造語ではありますが、『異なる主体

が地域課題を解決し、社会的な理解を進め、相乗

効果を上げながら取り組むこと』と定義されてい

ます。

　今や“協働”作業は常識と言えます。本村も地

方創生・総合戦略を組み立てる中、必須と考えま

す。その実践の一つとしておおいに期待したいの

が「村づくり塾」が提案をすすめる『おおたき龍

神湖の周辺整備と湖面の利活用』です。学習や先

進地視察などを重ね、まさに官と民が一緒になっ

て課題に挑戦することで、一つの方向性を共有で

きたならそれは大きな成果であり、みんなの“勇

気”になるものと楽しみにしています。

発表を行う松本利子さん

川上村商工会女性部初
近畿ブロック大会出場決定！

協議を行う栗山村長（左）、弓場教育長（中）、
榎田教育委員長（右）
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６
月
21
日
、
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
て

「
初
夏
の
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
福
井
麻
衣

ハ
ー
プ
の
森
」
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
普
段
あ
ま
り
聞
く
こ
と

の
な
い
ハ
ー
プ
の
優
し
い
音
色
が
響
き

わ
た
り
、
フ
ル
ー
ト
と
の
デ
ュ
オ
や
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
た
協
奏
曲
を
披
露

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
当
日
が
「
父
の
日
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
で
は
プ
ッ
チ
ー

ニ
の
「
私
の
お
父
さ
ん
」
が
演
奏
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
、
中
奥
川
（
枌
尾
）
で
川

上
小
学
校
児
童
21
名
と
や
ま
ぶ
き
保
育

園
児
８
名
が
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
開
催
さ
れ
た

「
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

～
や
ま
と
～
」
の
基
本
理
念
を
継
承

し
、
水
源
地
の
村
と
し
て
の
役
割
を
学

習
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
の
水
が
冷
た
く
、
児
童
や

園
児
は
「
冷
た
！
」
と
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
元
気
に
稚
魚
を
川
へ
放

流
し
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
、
奈
良
県
農
協
川
上
支
店

で
第
20
回
川
上
村
労
働
災
害
防
止
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
川
上
村
労
働
災

害
防
止
協
議
会
で
は
【
家
族
で
取
り
組

む
災
害
ゼ
ロ
の
村
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
講
師
に
丹

生
川
上
神
社
上
社
の
望
月
宮
司
を
講
師

に
迎
え
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
長
期
無
事
故
者
・
優
良
事

業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
長
期
無
事
故
者

紙
谷
　
長
年
（
大
　
滝
）

〇
優
良
事
業
所松

八
タ
ン
ス
（
大
　
滝
）

玉

井

林

業
（
上
多
古
）

　
６
月
13
日
・
14
日
に
川
上
村
木
匠
塾

の
林
業
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
林
業
体
験
に
は
大
阪
工
業
大
学
、
滋

賀
県
立
大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
、
奈
良

女
子
大
学
、
近
畿
大
学
の
学
生
74
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
体
験
で
は
主

に
ヒ
ノ
キ
の
細
い
材
を
中
心
に
、
例
年

よ
り
多
い
約
１
９
０
本
を
伐
採
・
出
材

し
、
木
匠
館
に
て
乾
燥
さ
せ
て
い
ま

す
。
８
月
に
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実

施
し
、
木
材
を
使
っ
た
作
品
を
制
作
す

る
予
定
で
す
。

大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね

大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね

毎
年
恒
例
！
林
業
体
験

毎
年
恒
例
！
林
業
体
験

響
き
わ
た
る
ハ
ー
プ
の
音
色

高
め
よ
う
！
職
場
の
安
全
管
理優良事業者表彰

３つの楽器で見事なハーモニーを奏でました

伐採体験を行う学生
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６
月
３
日
（
水
）
、
匠
の
聚
の
ご
厚
意
で
、
写

真
家
の
百ど

ど々

武
た
け
し

氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
写
真
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
４
～
６
年
生
全
員
に
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
を
ご
準
備
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
は
熱
心
に
撮

影
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
撮
影
後
は
、
全
員
の
作

品
を
鑑
賞
し
、
百
々
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
に
親
し

む
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　川上小学校の子ども達は、地域の皆様方にお世話いただいて、多くの

体験をしています。６月の体験行事の一部をご紹介します。

写
真
教
室

　
６
月
14
日
（
日
）
大
阪
工
業
大
学

工
学
部
電

子
情
報
通
信
工
学
科

准
教
授
　
神
村
共
住
先
生

と
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

谷
口
課
長
、
竹
内
氏
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
学
生
12
名
に
お
越
し
い
た
だ
き

「
手
作
り
モ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
扇
風
機
の
仕
組
み

を
学
ぼ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
親
子
理
科
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
親
子
で
協
力
し
て
モ
ー
タ
ー
作

り
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
６
月
17
日
（
水
）
、
橿
原
市
田
中
町
に
あ
る

〝
水
源
地
交
流
水
田
〟
で
川
上
小
学
校
４
・
５
・

６
年
生
９
名
が
橿
原
市
立
香
久
山
小
学
校
５
年
生

14
名
と
「
田
植
え
体
験
」
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

大
和
平
野
土
地
改
良
区
と
川
上
村
が
主
催
す
る

「
水
の
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
も
、
懸
命
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

両
校
は
今
後
２
回
の
交
流
を
通
じ
て
、
水
源
地
の

役
割
を
学
習
し
て
い
き
ま
す
。
次
回
は
９
月
に
川

上
村
に
お
い
て
水
生
生
物
の
観
察
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

田
植
え
体
験

田植えの後、田ん
ぼに住む生き物を
観察するミニ授業
なども行いました
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◇
７
・
８
月
の
学
校
の
動
き

☆
小
学
校
プ
ー
ル
指
導
日

７
月
27
・
28
・
30
日 

８
月
３
・
４
・
５
・
10
日

〔
お
詫
び
〕
先
月
号
の
６
月
11
日
中
学

校
欄
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
は
、
５
月
の
村
連
Ｐ

総
会
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
致
し

ま
す
。

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

13
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

三
者
懇
談

全
校
水
泳

14
㈫

全
校
水
泳

三
者
懇
談

15
㈬

立
哨
指
導

三
者
懇
談

給
食
最
終
日

俳
句
教
室

16
㈭

全
校
清
掃

給
食
最
終
日

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
来
校

17
㈮

一

学

期

終

業

式

21
㈫

加
太
海
浜
学
習

22
㈬

加
太
海
浜
学
習

県
総
体
卓
球
団
体
戦

23
㈭

県
総
体
卓
球
個
人
戦

県
総
体
陸
上
大
会

24
㈮

加
太
小
来
村
・
交
流

県
総
体
陸
上
大
会

25
㈯

加
太
小
来
村

28
㈫

職
業
体
験

　
　
31
㈮
ま
で

29
㈬

県
陸
上
記
録
会

近
畿
中
卓
球
県
予
選

３
㈪

陶
芸
教
室

全
校
登
校
日

４
㈫

郡

科

研

野

外

観

察

会

６
㈭

校
内
水
泳
記
録
会

ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
来
校

７
㈮

３
年
実
力
テ
ス
ト
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水
分
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
私
た
ち
の
身
体
の
半
分
以
上
を
占
め

る
水
分
。
体
温
を
調
節
し
た
り
、
栄
養

素
や
酸
素
を
運
ん
だ
り
、
老
廃
物
を
排

泄
す
る
な
ど
、
生
命
を
維
持
す
る
大
事

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
身
体
か
ら
は
、
尿
・
汗
・
呼
吸
な
ど

で
、
１
日
に
２
～
２
・
５
ℓ
の
水
分
を

失
う
の
で
、
失
わ
れ
る
量
と
同
量
の
水

分
が
必
要
で
す
。

　
食
事
の
水
分
、
体
内
で
作
ら
れ
る
水

分
な
ど
が
あ
る
の
で
、
飲
み
水
と
し
て

必
要
な
量
は
１
日
に
１ 

・
５
～
２
ℓ

と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
は
１
～

１ 

・
５
ℓ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
暑
い
夏
場
、
風
邪
で
発
熱
し

た
と
き
、
下
痢
等
で
排
泄
量
が
多
い
と

き
な
ど
は
、
よ
り
多
く
の
水
分
を
摂
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
水
分
が
不
足
す
る
と
…

　
の
ど
の
渇
き
、
口
や
皮
膚
の
乾
燥
、

食
欲
不
振
、
嘔
吐
、
め
ま
い
、
頭
痛
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

重
度
に
な
る
と
、
意
識
が
低
下
し
た

り
、
体
調
が
急
変
し
て
生
命
の
危
険
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
高
齢
の
方
は

　
身
体
自
体
の
水
分
含
有
量
が
減
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
の
ど
の
渇
き
や
口
の

中
の
乾
燥
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
生
活
習
慣
病
予
防

　
水
分
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
役

立
ち
ま
す
。
血
栓
が
で
き
に
く
く
な

り
、
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
分
を
多
く
摂

り
、
尿
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
の
予
防
に
も
有
効
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

〈
注
意
〉
心
臓
や
腎
臓
の
病
気
が
あ
る

場
合
、
医
師
か
ら
水
分
摂
取
量
を
制
限

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
医
師
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
ら
く
ら
く
元
気
塾
で
、コ
ッ
プ
を
使
っ

て
１
日
に
ど
れ
く
ら
い
水
分
を
摂
っ

て
い
る
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
の
方
が
１
日
に
必
要

な
約
１
０
０
０
ml
に
達
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
「
喉
が
渇
い
た
」
と
感
じ
る
頃
に
は

脱
水
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
喉
の
渇
き

を
感
じ
る
前
に
水
分
を
摂
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
の
決
定
通
知
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方
、
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
の
方
は
通
知
書

の
み
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
（
南
都
銀
行
・
奈
良

県
農
協
等
）
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
納
め
方
は
「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
27
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
８
月
１
日
以
降
に
使
用

す
る
も
の
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
（
簡

易
書
留
）
し
ま
す
。
紫
色
の
封
筒
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険
者
証

は
、
役
場
に
返
却
す
る
か
、
ハ
サ
ミ
で

細
か
く
切
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
「
保
険
料
額
」
が
決
定
!!

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
！

このような被保険者証を郵送します
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『
広
報
か
わ
か
み
』
７
０
０
号
発

刊
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
広
報
は
幼
い
頃
か
ら
馴

染
み
深
く
、
自
分
が
通
う
学
校
行
事
の

よ
う
す
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
き
に

は
、
喜
ん
で
記
事
を
眺
め
て
い
た
も
の

で
し
た
。
高
校
に
進
学
し
、
い
っ
と
き

は
村
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
折
帰

省
し
た
と
き
に
は
家
に
保
管
さ
れ
て
い

る
広
報
を
読
み
、
変
わ
ら
ず
あ
る
そ
の

姿
に
ど
こ
か
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
広
報
か
わ
か

み
は
地
元
と
私
を
つ
な
い
で
く
れ
て
い

た
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
年
齢
を
重
ね
、
外
の
世
界
で

色
ん
な
こ
と
を
知
る
に
つ
れ
、
『
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
村
の
こ
と
を
、
は
た

し
て
自
分
は
ど
れ
ぐ
ら
い
知
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
』
と
い
う
思
い
が
募
り
、
幼

い
こ
ろ
と
は
違
っ
た
目
線
で
広
報
を
読

む
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。 

　
先
日
、
亡
き
祖
父
母
の
家
を
片
付
け

て
い
る
と
、
懐
か
し
い
過
去
の
広
報
が

出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
今
で

は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
手
書
き
の

タ
イ
ト
ル
も
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
、

　
低
所
得
者
の
方
や
子
育
て
世
帯
の
方

へ
の
負
担
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
に

は
、
８
月
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
記
入
後
、
必
要
書
類
を
添
付
の
う

え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
住
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
後
、
対

象
者
と
な
る
方
に
は
決
定
通
知
を
、
対

象
と
な
ら
な
い
方
に
は
非
該
当
の
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

※
電
話
等
で
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
確

認
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
川

上
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
27
年
度

の
住
民
税
（
均
等
割
）
非
課
税
の
方

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
外

●
支
給
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
、
０
０
０
円

ほ
っ
と
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
は
現
在
の
広
報

の
タ
イ
ト
ル
『
か
わ
か
み
』
の
文
字
も

当
時
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。
記
事
の
内
容
も
村
民
の
声
を
拾

い
上
げ
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝
わ

る
も
の
で
し
た
。
村
民
の
声
を
つ
む
い

で
い
く
、
絆
の
よ
う
な
役
割
を
こ
こ
ま

で
担
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
こ
れ
ま

で
広
報
発
行
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

方
々
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

　
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
、
情
報
が
簡
単
に
手
に
入
る
便
利
な

時
代
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
手
に
と
っ

て
読
め
る
広
報
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄

り
か
ら
小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
、
多
く

の
人
が
楽
し
ん
だ
り
懐
か
し
ん
だ
り
で

き
る
〝
家
庭
料
理
〟
の
よ
う
な
味
わ
い

深
い
記
事
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
桝
谷
　
紀
恵

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
５
月
31
日
に
お
い
て
、
川

上
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
27
年
６

月
分
の
児
童
手
当
受
給
者

※
特
例
給
付
の
受
給
者
は
対
象
外

特
例
給
付
の
受
給
者
と
は
、
平
成
26

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
以
上
で
あ
る
方
（
児
童
１
人

当
た
り
月
額
一
律
５
、
０
０
０
円
が

支
給
さ
れ
る
方
）
を
い
い
ま
す

●
支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

※
注
意
※

・
申
請
書
類
の
受
付
は
、
10
月
30
日

（
金
）
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

　
　
　
　

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡

０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

運
営
時
間　

９
時
～
18
時

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

役
場　

住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

匠　　の　　聚
◆川上村発行の地域振興券が使えます！◆

●「あかりの森時間2015」開催
　静かな森を彩るロウソクのあかりと心地良いカ
フェ。満点の星空を眺めながら自由に過ごす贅沢
な時間。
　この日は匠の作り手たちが会場を手づくりし、森
を訪れた方をおもてなし。村の大人や子供たちがた
くさん集い、お酒を交わしながらおしゃべりしたい。
心がウキウキする森の時間をお楽しみください。
と　き　平成27年８月１日（土）
じかん　19：00～21：00
ところ　匠の聚イベント広場
※イベント会場では酒類の販売があります。ご飲

酒された後に自転車や自動車の運転は絶対にし
ないでください。
またイベントの特性上、足元が非常に暗くなっ
ています。
十分にお気をつけてご来場ください。

●「出張ワークショップ」のご案内
〇 白川渡オートキャンプ場

と　き　平成27年７月20日（月・祝）
じかん　10：00～15：00
内　容　木のカトラリーづくり
講　師　木工・栗生雅史

〇 近鉄百貨店橿原店～夏休みこども博 in 近鉄橿原～
と　き　平成27年８月７日（金）
じかん　10：00～17：00〔予定〕
内　容　木のカトラリーづくり／ミニ織物体験
講　師　木工・栗生雅史／栗生直子

〇 奈良県立万葉文化館
と　き　平成27年７月18日（土）
じかん　10：00～16：00
内　容　トントン小さな椅子づくり　　
と　き　平成27年７月19日（日）
じかん　10：00～16：00
内　容　木のカトラリーづくり　　　　
と　き　平成27年７月25日（土）
じかん　10：00～16：00
内　容　たためる小さなテーブルづくり
と　き　平成27年７月26日（日）
じかん　10：00～16：00
内　容　どうぶつのブックエンドづくり
講　師　木工・栗生雅史

■お申込み・お問合せ■
《匠　の　聚　℡０７４６―５３―２３８１》

ふるさと市開催日
【７月】12日・18日・19日・20日・26日
【８月】９日・10日・11日・12日・13日・14日・

15日・16日・23日・30日
《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

森と水の源流館
■源流学的キャンプ講座
（共催／奈良県、川上村「山と川の夏休み～山・
川・海の恵みを未来へ」）

と　き　平成27年７月20日（月・祝）
10：00～15：00

ところ　白川渡オートキャンプ場
内　容　YAMATO超人ナライガー環境学習ショー

／内山りゅう（ネイチャーフォトグラ
ファー）トークショー／山と川の環境ク
イズ大会／源流学的キャンプ塾／ロープ
ワークコンテスト／プレゼントつきじゃ
んけん大会／参加市町村ＰＲタイム／
アマゴつかみどり／カブトムシとり／
野草の押し花しおりづくり／サンキャッ
チャーづくり／カトラリーづくり／川上
村の環境への取り組み展示／奈良県東南
部市町村名産品販売

■夏の虫をしらべよう
　川上村の夏の虫を昆虫博士と
　　　　　　　一緒にしらべよう！
と　　き　平成27年８月９日（日）13：30～16：30
と こ ろ　音無川周辺（川上村西河　あきつの小

野スポーツ公園駐車場集合）
講　　師　伊藤ふくおさん（昆虫生態写真家）他
定　　員　20名
参 加 費　500円　※村内小中在校生無料
申込〆切　７月15日（水）
《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ

★スペシャル素麺流し
　半割竹を組んだ全長50メートルの本格的な素麺
流しを行います。山からの湧水で流す贅沢な素麺
流しが体験できます。
と　き　平成27年８月22日（土）　３部制

①11：30　②12：30　③13：30
ところ　（川上村西河　あきつの小野スポーツ公

園駐車場集合）
定　員　350名
参加費　大人1,500円　小人・幼児500円
申込み　住所・氏名・電話番号・参加人数・

スタート時間を電話・はがき・FAX・
メールいずれかでお申込みください。

（※応募締切７月22日まで。締切後も参加可能
な場合もございますのでお問い合せください。）
《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》
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テーマ「読書感想文」

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

【一般書】

これで解決。働くママが必ず悩む36のこと　　　　　　　　　毛利　優子　著　／日本実業出版社

世界で一番美しい植物細胞図鑑　　　　　　スティーヴン・ブラックモア　著　／創元社

地域づくりのプラットフォーム：つながりをつくり、創発をうむ仕組みづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯盛　義徳　著　／学芸出版社

【児童書】    

めがねがなくてもちゃんとみえてるもん！　　　　　エリック　バークレー　著　／ブロンズ新社

社会のしくみ図鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥澤　朋美　著　／玉川大学出版部

よのなかを変える技術　14歳からのソーシャルデザイン入門　　　今　　一生　著　／河出書房新社

「マララ」－教育のために立ち上がり、世界を変えた少女－

　課題図書　高等学校の部。「わたしの夢は銃では撃てない。」

15歳のとき、マララはスクールバスで銃撃を受ける。テロリズ

ムにより支配されゆくタリバンでは、女性一人で買い物するこ

とも、女の子が学校へ行くことも禁止しました。マララはやが

て「女の子が学校に通う権利」について発言するようになりま

す。たったひとりでも行動を起こせば、よりよい世界をもたらす

きっかけとなることを感じさせてくれる一冊となっています。

　第61回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書の一部を

ご紹介します。

　川上村立図書館では、課題図書に選ばれたものを取り揃えて

います。どうぞ、この機会にご利用ください。

マララ・ユスフザイ　著／パトリシア・マコーミック　著　
道伝　愛子　訳／岩崎書店

８

月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

７

月

「ぼくはうちゅうじん」

　課題図書　３、４年生　小学校中学年の部。

　お父さんとお母さんとぼくの３人でキャンプ。「もうすぐ

ひのでだよ。」と起こされるところから絵本のお話が続きま

す。夜空に広がる星を眺めながらお父さんがぼくに宇宙や星に

ついて話をします。文章は親子の会話をそのまま切りとったような文で心もほっこり。ちょっと神秘的

でなんだかあたたかい気持ちになれるそんな絵本です。

大人対象の読書会です。毎回テーマにそってなごやかに話をしています。

お気軽にご参加ください。

７月のテーマは「空（そら）」です。（自分のオススメ本でもＯＫ。）

７月21日（火）　場所：図書館　　時間：19：00～

中川ひろたか　文／はたこうしろう　絵／アリス館

「川上村昔ばなし」

川上村郷土資料の紹介

　地元集落に残された昔話を発掘し

保存していこうと、広報かわかみに

て４年間にわたり掲載し、それらを

総集したものです。挿絵は地元の子

供たちが描いており、表紙絵には岸

上ゆか先生の山や川、やまぶきが描

かれています。

　　奈良県吉野郡川上村広報
　　　「かわかみ」編集委員会　著

【問い合わせ先】川上村立図書館　℡ ５２－０１４４

ゆるかる読書会
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森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

July, 2015　vol.151

残しておきたい川上村の山言葉　其の六十七

「めあい」…年輪のこと。年輪が芯から均等なことを「めあいがよい」という。

大
木
が
倒
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
暗
か
っ

た
林
床
が
明
る
く
な
り
、
明
る
い
と
こ

ろ
が
好
き
な
植
物
が
侵
入
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
で
き
ま
す
。
大
木
ば
か
り
で
、
暗

い
ま
ま
の
森
だ
と
森
に
す
む
生
き
物
も

暗
い
と
こ
ろ
が
好
き
な
生
き
物
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
見
、
か
わ

い
そ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
ん
な
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
現
場
が
新
た
な
命
の

生
ま
れ
る
場
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
の
大
木
が
倒
れ
る
時
の
音

は
い
か
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
か
と
思

い
ま
し
た
。

　
６
月
13
日
、14
日
に「
吉
野
川
源
流
―

水
源
地
の
森
」
の
定
点
で
観
測
し
て
い

る
植
生
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
13
日
に
森
の
奥
、
キ
ノ
コ
又
谷
の

奥
で
、
ホ
オ
ノ
キ
の
倒
れ
た
ば
か
り
の

大
木
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
幹
の
直
径
１

ｍ
ほ
ど
の
大
木
で
す
。
そ
の
直
前
に

降
っ
た
雨
の
時
に
倒
れ
た
よ
う
で
、
葉

は
ま
だ
青
々
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
倒

木
の
幹
の
根
元
が
腐
っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
の
水
源
地
の
森
は
雨
の
水
源
地
の
森
。
雨
に
濡
れ
た
森
は
瑞
々
し
く
、
緑

が
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
時
で
す
。こ
の
恵
み
あ
っ
て
こ
そ
の
水
源
地
の
森
で
す
。

し
か
し
、
時
に
厳
し
い
面
を
見
せ
る
雨
で
す
。

６月の水源地の森

倒れたホオノキの倒木

　
そ
れ
で
も
、
残
っ
た
株
か
ら
は
ひ
こ

ば
え
（
木
の
切
り
株
か
ら
新
し
い
芽
が

再
生
し
た
も
の
）
が
伸
び
て
、
負
け
る

も
の
か
と
３
ｍ
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
る

も
の
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
木
が

ま
た
大
木
に
成
長
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
森
の
生
き
物
た
ち
の
生
命
力
と
生

命
力
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
場
を
見
る
と

「
頑
張
ら
な
い
と
」
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
森
と
水
の
源
流
館
の
階
段
展
示
コ
ー

ナ
ー
（
階
段
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
で
は
、
現

在
、
写
真
愛
好
会
「
猿
侯
」
さ
ん
に
よ

る
川
上
村
の
風
景
や
暮
ら
し
の
写
真
展

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
作
品
入
れ

替
え
で
、
10
～
12
月
に
作
品
展
示
し
た

い
方
を
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
森
と

水
の
源
流
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

６
月
の
水
源
地
の
森

※川上村の方言や意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。

折れた株から生えていたひこばえ

階
段
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
写
真
な
ど

展
示
し
ま
せ
ん
か
？
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日　時　平成27年７月18日～８月31日

場　所　吉野川及び支川の河川敷

◎美しい吉野川を守るため遊んだ後のゴミの持ち帰りなど

　マナー向上を勧めます。

みんなで考えよう！川上村の環境
その61　～ゴミの分別・リサイクルにみんなで取り組みましょう～

活動推進の基本目標 ◆ごみは大切な地球の資源です！

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育み

ます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らし

い見本になることをめざします。

　限られた資源を守るためには、ごみ

を出さないことは勿論、繰り返して使

うことや再び使えるようにすることが

大切です。

【問い合わせ先】

　吉野三町村クリーンセンター　℡ ０７４６－３２－１２７５

◆引き取り出来ないもの

お問い合わせが多いものをご紹介します。【ごみ出しの方法】

【注意事項】クリーンセンターでは以下のものは引き取りできません！

正しいゴミ出しにご協力下さい！

※危険性を有するもの（引火性及び爆発性があるもの）

※産業廃棄物（家屋解体の廃材等）

※バッテリー・消火器・灯油・火薬（花火等）・廃油等

※パソコン・廃タイヤ・石膏ボード等

詳しくは、

　お問い合わせ下さい！

【問い合わせ先】県環境政策課　℡ ０７４２－２７－８７３７

役場水源地課　℡ ０７４６－５２－０１１１

吉野川マナーアップキャンペーン開催

※刃物や割れたガラス製品・金属片などは、紙に包む等安全な工夫をして出して下さい。

※電球・蛍光灯は、紙に包むか新品の時に入っていた箱に入れて出して下さい。

※小型家電品は、電池などを抜き取って出して下さい。

※木材や剪定枝等は、長さ30㎝以内に切断してクリーンセンターに持ち込んで下さい。
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川上村役場職員を募集します
募 集 職 種　　一般事務職

採用予定人数　　２名

職 務 内 容　　本庁等に勤務し、一般事務に従事します

受 験 資 格　　・昭和51年４月２日から平成10年４月１日までに生まれ、

　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人

・高等学校卒業程度以上の学力を有する方

・原則として、採用後川上村内に居住できる方

受 付 期 間　　平成27年８月３日（月）～８月21日（金）

（祝日・土・日曜日は閉庁により受付しません）

提 出 書 類　　①自己紹介書（写真貼付、ＨＰよりダウンロード又は、役場で配布）

②写真１枚（縦４㎝、横３㎝）

③最終学校卒業（見込）証明書　１通

※郵送の場合は、　　「職員採用試験申込み」と必ず封筒に記載し、特定記録郵便などの

方法で送付して下さい

申 込 先　　吉野郡川上村大字迫1335－7　　川上村役場総務税務課　人事係

試 験 期 日　　第１次試験　平成27年９月20日（日）

　　　　　　　　第２次試験　平成27年10月中旬（第１次試験合格者のみ）

試 験 会 場　　川上村役場（開始時間など、詳しくは受験票の郵送とともに通知）　

試 験 科 目　　第１次試験　教養（高卒程度）・適性検査

第２次試験　面接

合 格 発 表　　平成27年10月下旬

採 用 日　　平成28年４月１日

【問い合わせ先】吉野郡川上村大字迫1335-7

川上村役場総務税務課　人事係　℡ ０７４６－５２－０１１１

募集種目

◆自衛官候補生

○応募資格

平成28年４月１日現在、18歳以上27歳

未満の男子

（女子は９月に予定しています）

○試験日

平成27年８月22日（土）

平成27年８月23日（日）

平成27年８月30日（日）※予備日

○試験種目

筆記試験（国語・数学・社会及び作文）

口述試験、適性検査、身体検査

※その他詳細は下記にお問い合わせください。

【問い合わせ先】

自衛隊奈良地方協力本部

五條地域事務所　℡ ０７４７－２２－３７８９

自衛官募集のご案内学童保育所指導員を募集します！
勤務内容　健康で安全な遊び等の活動補助や指導

をしてくださる方

応募資格　18歳以上の方、元気な中高年の方

勤務場所　やまぶき保育園

勤務時間　主に小学校の春休み・夏休み・冬休み

期間中の８時～19時まで

※曜日・時間については相談に応じます

賃　　金　時給 ８７５円

【申し込み・問い合わせ先】

　　〒639－3594

　　　吉野郡川上村大字迫1335-7

　　　　川上村役場住民福祉課

　　　　　　℡ ０７４６－５２－０１１１
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

宿

、

は

じ

め

ま

す
。

　
ま
た
ゆ
く
ゆ
く
は
、
村
内
外
、
私
を

含
め
移
住
者
や
地
元
の
方
々
が
交
わ
る

拠
点
づ
く
り
と
し
て
も
考
え
て
い
ま
す
。

川
上
村
で
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ

て
き
た
技
・
知
恵
・
想
い
を
次
の
世
代

に
繋
い
で
い
く
、
そ
の
架
け
橋
と
な
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
改
修
中
で
す
が
、
今
年
の

夏
に
は
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
以
前
に
広
報
で
も
お
伝

え
し
た
古
道
具
の
方
も
同
時
並
行
で
進

め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
よ
ろ
し
け
れ
ば
一
度
、
冷
や
か
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
横
堀
　
美
穂

　
今
、
中
奥
川
沿
い
に
あ
る
枌
尾
地
区

で
宿
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
宿
と
言
っ
て
も
、
た
だ
遊
び
に
来
て

も
ら
う
場
を
提
供
す
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
村
で
の
暮
ら
し
、
中
奥
川
に
寄

り
添
っ
て
の
暮
ら
し
を
体
感
し
て
も
ら

う
こ
と
で
「
川
上
村
に
暮
ら
す
」
と
い

う
事
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
杉
し
ば
で
焚た

き
付
け
を
し
、
か
ま
ど

で
ご
飯
を
炊
き
、
中
奥
川
の
渕ふ

ち

で
涼す

ず

む
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
暮
ら
し
の

も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
ま
で
触
れ
た
い
。

そ
う
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
に
し
て
い

き
ま
す
。



26

広　報　　　　　　　　　　　　JULY2015かわかみ

と　き　８月８日（土）

ところ　川上村　三之公川～北股川

参加料　無料

対　象　川上村在住の小・中学生、高校生

以上の方、大人だけの参加も可能

です（小学生は保護者同伴）

講　師　伊藤ふくお氏（昆虫生態写真家）

木村　全邦氏（森と水の源流館）

服　装　長袖、長ズボン、長めの靴下、帽子

持ち物　手ぬぐい、歩きやすい運動靴、

お弁当、飲み物、メモ帳、筆記用具

申　込　７月10日（金）より受付開始　

先着20名様まで

【問い合わせ先】

役場地域振興課

TEL ５２－０１１１　FAX ５２－０３４５

E-mail　a-horitani@vill.nara-kawakami.lg.jp

ゴイシツバメシジミ野外観察会
『夏休み親子わくわくカヌー体験』

～親子で「カヌー」を体験し、
　　　　　　夏の思い出を作りませんか～

と　　き　８月８日（土）

午前の部　９：30現地集合（12時解散予定）

午後の部　13：30現地集合（16時解散予定）

と こ ろ　ユーピーパラグライダースクール

（和歌山県紀の川市竹房391番地）

内　　容　親子でカヌー体験　

※小雨決行、増水の場合は中止

参 加 料　１人 1,500円

対　　象　身長140㎝以上の小・中学生の子どもとその

定　　員　保護者12組程度（各回６組程度）

（１組あたり保護者は１名まで参加可。子ど

ものみの参加も可）

応募多数の場合は抽選となります。

申込方法　電話又はＦＡＸで受け付けをします。参加

者全員の氏名、住所、電話番号、年齢（学

年）、参加希望の部（午前・午後）、現地まで

の集合方法を下記までご連絡ください。

申込締切 ７月22日（水）まで

【問い合わせ先】役場水源地課　℡ ５２－０１１１

「年金情報流出」を口実にした
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください!!

この年金情報流出事案に関して次のようなことはありません

専用電話窓口（コールセンター）

受付時間　８：３０～２１：００まで

警察相談専用電話　＃９１１０　または最寄りの警察署まで！

０１２０－８１８２１１

●日本年金機構や年金事務所から皆さんに電話をすることはありません。
　基礎年金番号の変更に関するご連絡は、後日、文書をお送りします。

●日本年金機構から皆さんにお金を要求することは一切ありません。
●皆さんの個人情報（家族構成など）を確認することはありません。

ご自宅や職場などに日本年金機構や機構の職員などを名乗る電話がかかってきたら、

下記までご連絡ください。

　日本年金機構において、職員のパソコンに不正アクセスがあり、保有情報の一部が外部に流出しまし

た。現時点で確認されている流出した個人情報は約125万件です。

　現在、基礎年金番号を変更するための準備を早急に進めています。
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吉

沢

紀

子

選

花火と火遊びに注意して！花火と火遊びに注意して！

　夏の風物詩「花火」。いよいよ子どもたちにとって

楽しみな季節となりました。

　しかし、気軽に楽しめる花火も、取り扱い方法を誤

ると火災や火傷などの事故につながりかねません。火

災や火傷などの事故が起こらないよう十分に注意し、

夏の楽しい思い出にしましょう。

　子どもの火遊びによる火災は、大人がいない時に発

生することが多く、火災の発見が遅れ、火災が拡大す

る要因にもなります。

　火遊びによる火災をなくすために、火災の恐ろしさ

や正しい火の取り扱い方法などについて、子供たちと

話し合いましょう。

奈良県広域消防組合　吉野消防署　℡ 0746（32）1011

花火は楽しく安全に遊びましょう花火は楽しく安全に遊びましょう

火遊びによる火災を防止しましょう。

特
　
選
　
火
袋
で
育
ち
て
柄え

長な
が

飛
び
た
て
り
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

［
評
］
柄
長
は
雀
よ
り
や
ゝ
小
さ
く
、
十
羽
ぐ
ら
い
の
群
れ
で
飛
ん
で
く

　
　
　
る
。
境
内
の
日
月
灯
籠
の
日
の
口
は
あ
た
か
も
巣
箱
の
口
の
よ
う
。

　
　
　
鳥
た
ち
の
営
巣
安
全
圏
の
詠
出
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

特
　
選
　
木
馬
道
あ
り
た
る
崖
の
釣
鐘
草
　
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
一
句
一
章
仕
立
て
の
す
っ
き
り
し
た
作
風
で
よ
い
。
釣
鐘
草
は
蛍

　
　
　
袋
の
傍
題
で
あ
る
が
、
蛍
を
と
っ
て
こ
の
花
筒
に
入
れ
て
遊
ん
だ

　
　
　
親
し
さ
を
思
い
出
す
草
で
あ
る
。

特
　
選
　
梅
雨
晴
間
御ご

供く

大
空
に
高
く
舞
ふ
　
　
　
　
　
弓
場
　
盛
正
（
中
　
奥
）

［
評
］
梅
雨
晴
間
の
御
供
餅
ま
き
だ
か
ら
、
宮
さ
ん
の
祭
り
で
は
な
く
、

　
　
　
年
祝
い
で
あ
ろ
う
か
。
林
業
と
畑
作
の
暮
ら
し
の
村
で
御
供
ま
き

　
　
　
は
晴
れ
の
日
の
喜
び
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
御
供
ま
き
は
村
の
楽
し

　
　
　
み
で
あ
る
。

佳
作
　
初
節
句
葦
で
包
め
る
粽
供
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

佛
前
に
１
合
炊
い
て
豆
の
飯
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

羅
う
す
も
のを

畳
む
敷
物
広
げ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

股
関
節
痛
め
ベ
ッ
ト
に
こ
ろ
も
が
え
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

父
祖
の
影
筏
の
宿
の
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

入
選
　
薫
風
を
切
り
裂
い
て
ゆ
く
オ
ー
ト
バ
イ
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

雨
ご
と
に
雑
草
草
引
き
追
い
つ
か
ず
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

梅
雨
晴
間
ど
く
だ
み
引
い
て
吊
し
干
す
　
　
　
　
上
田
　
明
子
（
北
塩
谷
）

眞
竹
の
子
出
た
と
こ
鹿
に
食
は
れ
け
り
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

橋
下
は
岩
燕
の
巣
通
学
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

　放送大学では平成27年度第２学期（10月入

学）の学生を募集中です。

　放送大学はテレビ等の放送やインターネット

を通して学ぶ通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学

など幅広い分野を学べます。

出願期間　第１回目　８月31日まで

第２回目　９月20日まで

※資料は無料で差し上げます。

【問い合わせ先】

放送大学奈良学習センター　℡ 0742－20－7870

放送大学で学んでみませんか？

７月は「誤嚥にナラん！体操」

　全身を使って、“誤嚥しにくい体”をつくる

だけでなく、“全身のバランス機能や筋力”も

同時に高め、“転びにくい体”をつくります。

（奈良県健康長寿共同事業実行委員会 作成）

　体操で、健康寿命を延ばしましょう。

　８月は「タオル体操」です。

【問い合わせ先】役場住民福祉課　℡ 52－0111

ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！ケーブルテレビで朝８時～体操を放映！



28

広　報　　　　　　　　　　　　JULY2015かわかみ広　報　　　　　　　　　　　　JULY2015かわかみ

28

お

く

や

み

（
敬
称
略
）

中
野
　
ヤ
ス
子
（
西
　
河
）

６
月
５
日
　
87
歳

７
月
22
日（
水
）ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
藤
田
先
生
）

８
月
５
日（
水
）園
児
と
一
緒
に
水
遊
び

時
　
間
　
10
時
00
分
～
11
時
30
分

持
ち
物
　
お
茶
・
タ
オ
ル
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 
５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
「
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
し
た
い
」
ま
た
は
「
ふ
る
さ
と

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
応
援
し

た
い
と
思
う
地
方
公
共
団
体
へ
寄
附
を

す
る
も
の
で
す
。

　
川
上
村
で
は
「
川
上
村
応
援
寄
附
」

と
称
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
方
か
ら
寄
附
金
が
あ
り
ま
し

た
。

　
１
万
円
　
　
横
浜
　
洋
子
　
様

　
１
万
円
　
　
伊
藤
　
恭
子
　
様

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

川
上
村
応
援
寄
附
金

　
引
換
え
が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
定
住
促
進
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
地
域
振
興
券
に
同
封
し
て
い
る
取
扱
事
業
者
一
覧
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
す
る
と
と
も
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６月30日現在

人口総数 1,560　人 （－４　人 ）

　 男　 　 746　人 （＋１　人 ）

　 女　 　 814　人 （－５　人 ）

世 帯 数　 846世帯（＋１世帯）

６月中の異動

転　入 ５人　　　転　出 ８人

出　生 ０人　　　死　亡 ２人
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